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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 高等専門学校の目的が，それぞれの学校の個性や特色に応じて明確に定められ，

その内容が，学校教育法第115条に規定された，高等専門学校一般に求められる

目的に適合するものであるか。また，学科及び専攻科ごとの目的も明確に定めら

れているか。 

（観点に係る状況） 

本校では、目的及び使命を学則に掲げている（資料１－１－①－１：学則）。時代の変遷に伴い社

会や産業構造の変化はあるものの、本校が社会に対して担う基本的な役割は不変であると考え、この

使命は現在も継続している。 

資料１－１－①－１ 

学則 第１章目的及び使命 

 

（出典 学生便覧 2012 P.34） 

本学園は、昭和 32 年に設立した北陸電波学校を母体とし、その理念を基盤として昭和 40 年の金沢

工業大学設立に合わせて、本校と大学が共有する建学綱領を「人間形成」「技術革新」「産学協同」

と定め、三大建学綱領として掲げた。これを起源として教育・研究の環境及び支援組織を大学と共用

し、充実した学習環境を整備してきたことが本校の特色となっている（資料１－１－①－２：学生便

覧 2012 建学綱領）。 

平成 14 年、本校及び大学は、学園の建学綱領に基づき、学生、理事、教職員が三位一体となり学

園共同体の理想とする工学アカデミアを形成し、三大建学綱領の具現化を目的とする卓越した教育と

研究を実践し社会に貢献することを宣言した。工学アカデミアは、学園を構成する学生、理事、教職

員が学園共同体の一員として行動する際、意思決定の根底をなす価値群である“KIT-IDEALS”を共有

し、お互いが必要な知識や技能を与え合い、共同と共創による知恵の生産を行う場である。爾来、

「思いやりの心」「知的好奇心」「共同と共創の精神」「誠実」「勤勉」「活力」「自律」「リーダ

ーシップ」「自己実現」の９つのそれぞれの英語表記の頭文字からなる KIT-IDEALS が、学生、理事、

教職員の行動規範となっている（資料１－１－①－３：工学アカデミアと KIT-IDEALS）。 
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資料１－１－①－２ 

建学綱領 

 

（出典 学生便覧 2012 P.6-7） 
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資料１－１－①－３ 

工学アカデミアと KIT-IDEALS 

 

（出典 学生便覧 2012 表紙裏面） 
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本校の教育目標及び教育実践目標は、使命、教育理念及び学校教育法上の高等専門学校の目的、更

には現場技術者として社会から求められる知識・技能・態度を踏まえて策定されたものである（資料

１－１－①－１：学則、資料１－１－①－２：建学綱領、資料１－１－①－４：教育の特色）。 

 

資料１－１－①－４ 

教育の特色 

 

（出典 学生便覧 2012 P.13） 

 

本校に設置している電気電子工学科、機械工学科、グローバル情報工学科の各々の目的は、学則に

掲げられており、また、各々の学習・教育目標は、学生便覧にカリキュラム全体像と共に明記してい

る（資料１－１－①－５：学則 組織及び定員、資料１－１－①－６：カリキュラム全体像）。 
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資料１－１－①－５ 

学則 組織及び定員 

 

（出典 学生便覧 2012 P.34） 

 

 

資料１－１－①－６ 

カリキュラム全体像 
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（出典 学生便覧 2012 P.11） 

 

本校を卒業した時点で身につけるべき学力や資質・能力も、前述した使命、教育理念、教育目標等

との関連から、「人間性」「創造性」「国際性」「基礎力」及び「専門力」の５項目に分類し、学習

する際の指針として、11 項目を設定し明確にしている（１－１－①－７資料：学生便覧 卒業時に

身につけるべき学力や資質・能力）。 

 

資料１－１－①－７ 

卒業時に身につけるべき学力や資質・能力 

 

（出典 学生便覧 2012 P.12） 
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これまでに示した本校の「使命」「教育理念」「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」及

び「卒業時に身につけるべき学力や資質・能力」は、学校教育法第 115 条に示されている「深く専門

の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成する」に基づき策定されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では、高等専門学校の趣旨である「実践的・創造的技術者を養成する高等教育機関」として、

「使命」「教育理念」「教育目標」及び「学科ごとの目的と学習・教育目標」を定めているほか、達

成しようとしている成果「卒業時に身につけるべき学力や資質・能力」を明確にしている。これらは、

学校教育法上の目的を踏まえて策定していることに加えて、本校の最大の特色である「大学と教育・

研究の環境及び支援組織を共有する」ことが基盤となっている。 

以上のことから、本校は、高等専門学校としての目的、学科ごとの目的を個性や特色に応じて明確

にし、その目的は学校教育法の定める目的から外れるものではない。 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の「使命」「教育理念」「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」及び「卒業時に身に

つけるべき学力や資質・能力」は、学生便覧ならびにウェブサイトに全て掲載し公開している。学生

便覧は、毎年、全ての教職員と学生に配付し、教職員には年度始めに校長より学務会議及び非常勤を

含めた教員会議で、学生には教員からオリエンテーションで説明している（資料１－２－①－１：学

生便覧、資料１－２－①－２：金沢高専の概要、資料１－２－①－３：教員会議の議事録、資料１－

２－①－４：オリエンテーション（写真））。 

資料１－２－①－１ 

学生便覧 2012 

 

（出典 学生便覧 2012 表紙） 
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資料１－２－①－２ 

金沢高専の概要 

 

（出典 金沢工業高等専門学校ウェブサイト） 
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資料１－２－①－３ 

教員会議の議事録 

 

（出典 教員会議資料） 
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資料１－２－①－４ 

オリエンテーション（写真） 

 

（出典 高専事務局資料） 

 

特に「教育理念」は、本校の教育の根幹を成すものであるため、三大建学綱領は毎日の学生の登下

校、教職員の出退勤時に目に留まるように玄関に掲示し、全教職員にはこれらの考え方を示したイー

グルブックを配付すると共に、毎月発行する学園の情報誌「旦月会報」の表紙にも印刷している（資

料１－２－①－５：玄関（写真）、資料１－２－①－６：イーグルブック、資料１－２－①－７：旦

月会報）。また、学生には、KIT-IDEALS を教材の裏表紙や全ての教室内に掲示し、日々の行動の規

範となるように配慮している（資料１－２－①－８：キャリアデザインノート、資料１－２－①－

９：実験ノート、資料１－２－①－10：教室内の掲示）。 

 

資料１－２－①－５ 

玄関（写真） 

  

（出典 高専事務局資料） 
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資料１－２－①－６ 

イーグルブック 

 

（出典 イーグルブック） 

 

資料１－２－①－７ 

旦月会報 

 

（出典 旦月会報平成 24 年 4 月号表紙） 
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資料１－２－①－８ 

キャリアデザインノート 

 

（出典 キャリアデザインノート） 

 

資料１－２－①－９ 

実験ノート 

 

（出典 実験ノート） 
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資料１－２－①－10 

教室内の掲示 

 

 

（出典 高専事務局資料） 

 

教職員に対する教育理念に関する説明は、新規採用者を対象とした新規採用者研修会にて学園理事

長が説明することをはじめとし、全教職員が参加する新年互礼会、学園創立記念日、教職員の親睦団

体である旦月会春の総会・冬の総会において学園理事長より説明され、教育目標を含めた教育方針を

校長より説明している（資料１－２－①－11：新規採用者教職員研修会、資料１－２－①－12：新年

互礼会、資料１－２－①－13：校長説明）。ここで述べられた内容は、「旦月会報」にもそのまま全

文掲載され、全教職員に配付して理解を深めるための策を講じている。また、これらの内容は、学生

も閲覧できるように校内のウェブサイトにも掲載している（資料１－２－①－14：月刊ケイアイテ

ィ）。 
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資料１－２－①－11 

新規採用者教職員研修会 

 

（出典 旦月会報 平成 24 年 5 月号 P.39） 
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資料１－２－①－12 

新年互礼会 

 

（出典 旦月会報 平成 24 年 1 月号 P.4） 
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資料１－２－①－13 

校長の説明 

 

（出典 旦月会報 平成 24 年 1 月号 P.9-10） 
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資料１－２－①－14 

月刊ケイアイティ 

 

（出典 学内誌ダウンロード用ウェブサイト） 
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また、入学式と卒業式では、学園理事長及び校長が「使命」「教育理念」「教育目標」「各学科の

目的と学習・教育目標」及び「卒業時に身につけるべき学力や資質・能力」について言及している。

この内容も新年互礼会と同様に「旦月会報」に活字として掲載され、全教職員に配付されると共にウ

ェブサイトにもアップしている（資料１－２－①－15：入学式式辞・告辞）。 

 

資料１－２－①－15 

入学式式辞・告辞 
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（出典 旦月会報 平成 24 年 4 月号 P.17-19） 
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近年は、社会からの要請に伴い、「卒業時に身につけるべき学力や資質・能力」の見直しを図ると

共に、「使命」「教育理念」「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」の位置付けを整理した

文書を全教職員に配付し、教員会議にて校長が直接説明した（資料１－２－①－16：「卒業時に身に

つけるべき学力や資質・能力」の修正について）。 

 

資料１－２－①－16 

卒業時に身につけるべき学力や資質・能力」の修正について 
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（出典 教員会議資料） 
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本校では「学校での教育」「学生の自己研鑽」及び「家庭教育」の三つが連携することを重視し、

学生、教職員、保護者の三位一体教育を展開していることから、保護者に対しても、様々な機会を通

して「使命」等を説明している（資料１－２－①－17：高専の三位一体の教育推進）。 

 

資料１－２－①－17 

高専の三位一体の教育推進 

 

（出典 学生便覧 2012 P.8） 
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教職員及び学生が、「使命」等を「実際に知っている」ということを把握するために、総合アンケ

ートにて調査し、把握している（資料１－２－①－18：KTC 総合アンケート）。 

 

資料１－２－①－18 

KTC 総合アンケート 

 

（出典 KTC 総合アンケート） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の「使命」「教育理念」「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」及び「卒業時に身に

つけるべき学力や資質・能力」はすべて学生便覧に掲載し、教職員及び学生に配付することにより周
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知を図っている他、教職員に対しては、定期的な会議や研修において説明することにより絶えず教育

の目的を振り返る機会を設けている。学生には、学年始めのオリエンテーション、教室への掲示、教

材への記載、式典での説明等、様々な機会を通して日頃から意識するように配慮している。また、学

校の構成員は教職員、学生に加えて保護者も含むという考えのもと、保護者に対しても同様、周知を

図っている。 

「使命」等の周知状況を把握するためのアンケート調査において、非常勤講師を含む全教職員につ

いては約９割が本校の使命を知っていると回答している。また、学生の約５割が知っていると回答し

ている。 

以上のことから、本校では、目的が、学校の構成員に周知されているといえる。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の「使命」「教育理念」「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」及び「卒業時に身に

つけるべき学力や資質・能力」は、ウェブサイトに掲載することによって、社会に広く公表している。

平成 23 年度から「情報公表」が義務化されたことに伴いホームページも一部見直し、「使命」等も

階層ごとに読み易くするための工夫を施した（資料１－２－②－１：金沢高専の概要）。また、社会

からのホームページの閲覧状況を把握するために、毎月、開催される教育支援機構連絡会でアクセス

件数を確認している（資料１－２－②－２：アクセス件数）。 
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資料１－２－②－１ 

金沢高専の概要 

 

（出典 金沢工業高等専門学校ウェブサイト） 

 



金沢工業高等専門学校 基準１ 

- 30 - 

資料１－２－②－２ 

アクセス件数 

 

（出典 教育支援機構連絡会資料） 

 

「入学案内」は、11,000 部作り県内の全中学校に配付すると共に、教職員が石川県内の中学校約

90 校を年に３回訪問しアドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシーをは

じめ、「教育理念」「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」を説明している（資料１－２－

②－３：入学案内）。また、平成 23 年度より富山県、福井県、滋賀県、京都府、大阪府の約 1,000

校に送付している。また、毎年８月、10 月、11 月に開催する体験入学、オープンキャンパス、入試

説明会でも入学案内を配付すると共に、中学生とその保護者に説明している。平成 23 年度の体験入

学参加者は中学生 398 名、保護者 47 名の計 445 名、オープンキャンパス参加者は中学生 79 名、保護

者 25 名の計 104 名、入試説明会参加者は中学生 90 名、保護者 93 名の計 183 名であった（資料１－

２－②－４：体験入学、オープンキャンパス、入試説明会参加者数）。 

企業に対しては、求人票に入学案内を同封して周知を図ると共に、企業説明会や企業訪問にて、直

接説明する機会を設けている。 
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資料１－２－②－３ 

入学案内 「教育理念」「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」 
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（出典 入学案内 金沢高専 2012  P.40-41 P.32-37） 
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資料１－２－②－４ 

体験入学、オープンキャンパス、入試説明会参加者数 

単位：名

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

445

398＋（47）

104

79＋（25）

183

90＋（93）
182

脚注：（　）は保護者数

オープン
キャンパス

80 96 77 82 132

入試説明会 87 72 82 114

学生募集行事参加人数（平成18年度から23年度）

体験入学 230 265 171 356 513

 

（出典 募集行事資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の「使命」「教育理念」「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」及び「卒業時に身に

つけるべき学力や資質・能力」等は、ウェブサイトに掲載している他、入学案内には、「教育理念」

「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」を記載し、中学校訪問や体験入学、オープンキャン

パス、入試説明会で積極的に説明している。就職先企業には、就職先への企業訪問時または郵便で入

学案内を配付している。また、本校のホームページ中の情報公表のページは、平成 23 年度は政府機

関から９件、教育機関から 101 件、一般から 2,605 件、校内から 175 件、合計 2,890 件閲覧されてい

た。以上のことから、本校の「使命」等は、社会に対して広く公表しているといえる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

本校は「使命」「教育理念」「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」を定め、卒業時に身

に付けるべき学力・資質・能力を５項目、学習する際の指針を11項目に独自に設定して明文化してい

る。本校における周知については、毎年学生と全教職員を対象に行うKTC総合アンケート調査の中に

設問を設けており、「建学綱領」「教育目標」については全教職員が「知っている」と回答している

ことから、周知に関する成果を上げていると認識している。 

学外への周知においては、従来までのウェブサイトを見直し、アクセス件数の月毎の確認を行って

いる。また入学案内も県内のみならず富山県、福井県、滋賀県、京都府、大阪府の中学校へも送付し、

全国の就職先企業に対しても求人票の送付の際に同封するなど、広く社会への周知を図っている。 

（改善を要する点） 

 学生の使命等の周知について、さまざまな施策を行っているものの、KTC総合アンケートにおいて

「知っている」が５割という現状であり、10割を目標に更なる改善を図りたい。 

本校では、その「使命」「教育理念」等を社会に広く周知する目的で体験入学、オープンキャンパ

ス、入試説明会の中学生と保護者を対象としたイベントを開催しているが、オープンキャンパスは体

験入学に比べて参加者が約４分の１という状況であり、参加者を増やすための改善が必要であると認

識している。 
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（３）基準１の自己評価の概要 

 本校は学園が定めた「人間形成」「技術革新」「産学協同」の三大建学綱領に基づいた工学アカデ

ミアを形成するためのKIT-IDEALSと呼ばれる９つの価値群で表現された行動規範を、学生・理事・教

職員で共有している。 

 具体的な教育目標及び教育実践目標は、使命、教育理念及び学校教育法上の高等専門学校の目的、

更には現場技術者として社会から求められる知識・技能・態度を踏まえて策定され、本校を卒業した

時点で身につけるべき学力や資質・能力を「人間性」「創造性」「国際性」「基礎力」及び「専門

力」の５項目に、学習する際の指針を11項目に分類して明確にしている。これらは学校教育法上の目

的を踏まえて策定していることに加え、本校の最大の特色である「大学と教育・研究の環境及び支援

組織を共有する」ことが基盤となっている。 

 本校の「使命」「教育理念」「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」及び「卒業時に身に

つけるべき学力や資質・能力」は、学生便覧ならびにウェブサイトにて全て公表されている。学生便

覧は、毎年、全ての教職員と学生に配付し、教職員には年度始めに校長より学務会議及び非常勤講師

を含めた教員会議で、学生には教員からオリエンテーションで説明している。 

 近年では「卒業時に身につけるべき学力や資質・能力」の見直しを図り、「使命」「教育理念」

「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」の位置付けを整理した文書を全教職員に配付し、教

員会議にて校長が直接説明するなど、社会からの要請に伴った修正と周知も行っている。 

 そうした学内への周知努力は毎年行うKTC総合アンケートでも、全教職員が「建学綱領」と「教育

目標」を「知っている」と回答していることからも成果を上げているといえる。 

 本校の使命等の社会への公表についてはウェブサイトで掲載している他、入学案内に「教育理念」

「教育目標」「各学科の目的と学習・教育目標」を記載し、中学校訪問や体験入学、オープンキャン

パス、入試説明会で積極的に説明している。また企業に対しても、企業訪問時での説明や求人票の送

付の際に入学案内を同封するなど努力を行っている。本校のウェブサイトの情報公表のページでは、

平成23年度は政府機関から９件、教育機関から101件、一般から2,605件、校内から175件、合計2,890

件閲覧されており、社会に対して広く公表しているといえる。 


